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主論文の要旨

背景：重症度の高い患者を治療する集中治療室 (IntensiveCare Unit : ICU)における医療者間の

効果的なコミュニケーションは、患者の治療に有益なだけでなく、医療者間の協調性を育み、職場

の環境を改善する可能性がある。分散型リーダーシップは、医療者間の効果的なコミュニケーショ

ンを促進するが、医療者間のコミュニケーション構造や幸福度に与える影響については、ほとんど

明らかになっていない。

目的：本研究では、 3次救急医療を担う大学病院で働く ICUスタッフの対面コミュニケーション

構造を明らかにするため、ウェラブルセンサー（日立製作所）を用いてコミュニケーションデータ

を解析し、さらに Centerfor Epidemiologic Studies-Depression(CES-D)を用いてICUスタッフ

の幸福度を測定し、対面コミュニケーション構造と幸福度の相関関係を明らかにすることを目的と

した。

方法：三重大学医学部附属病院の ICUにおいて、 2016年から 2018年の毎年4週間、合計 247名

の ICUスタッフを対象にウェラブルセンサーを用いて対面コミュニケーション量を前向きに計測

した。得られたデータをソーシャルネットワーク解析することで、 ICUスタッフ同士の繋がりを

表す4つの中心性(Betweennesscentrality、Degreecentrality、Eigenvectorcentrality、Closeness

centrality)を解析し、研究期間中の 3週目に幸福度測定のために取得した CES-Dアンケート調

査との相関関係を解析した。

結果： (1) ICUにおける対面コミュニケーション量の大半を看護師間のコミュニケーションが占

めていた。 (2)従来のリーダーシップ構造が取られた 2016年と比較して、 2017年と 2018年に

は多数のスタッフにリーダー業務を課す分散型リーダーシップ構造が取られた。その結果、 2016

年から 2018年にかけて、組織における承認者で高値を示す Betweencentralityが有意に増加し

(P=0.001)、組織内にリーダー業務可能なスタッフが多く生まれた。また、組織においで情報を発

信するスタッフで高値を示す Degreecentralityも有意に増加し(P<0.001)、リーダーだけではな



く、リーダーの代わりに周囲のスタッフと積極的に惜報交換するスタッフ（インフォーマルリーダ

ー）が増加した。さらに、組織において好き嫌い無くコミュニケーションをとれる人で増加する

Closeness centralityが有意に増加し(P<0.001)、組織のコミュニケーション構造が劇的に改善し

た。 (3)さらに組織の幸福度の指標になる CES-Dスコアの値は2016年から 2018年に有意に低

下し（高いほどうつ傾向を示す）、分散型リーダーシップ構造が組織の幸福度を上昇させたことが

明らかになった(P=0.01)。 (4) 2016年の Betweennesscentrality (r=0.269 ; P=.02)、degree

centrality (r=0.262 ; P=.03)、eigenvectorcentrality (r=0.261 ; P=.03)とCES-Dスコアは正

の相関があったが、 closenesscentralityとCES-Dスコアは負の相関があった (r=-0.318;P=.01)。

このことは従来型のリーダーシップ構造が取られていた 2016年は、一部のリーダースタッフに過

度の心理的負担がかかっていたことを示す。一方で、分散型リーダーシップ構造が取られた 2018

年は、 Degreecentrality (r=-0.280; P=.01)とCES-Dスコアと負の相関を示し、さらにリーダー

と繋がっている人で高値を示すEigenvectorcentrality (r=-0.284; P=.01)もCES-Dスコアと負

の相関を示した。これによりインフォーマルリーダーには心理的負担がかかっていないことが明ら

かになった。

結論： ICUのコミュニケーションの中心が看護師であることが明らかとなった。 ICUのようなス

トレスフルな職場でリーダー業務を担う医療スタッフには心理的な負担がかかり幸福度が低下し

ている。分散型リーダーシップ構造を取り入れることは ICU内の医療従事者のコミュニケーショ

ン構造を変化させ、協調性を生み出すことにより職場の幸福度を上昇させる可能性があると考えら

れた。




